




○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

（Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 1,500.00 1,500.00

28年７月期 ― ―

28年７月期
（予想）

― 1,500.00 1,500.00

（Ｃ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 18.50 18.50

28年７月期 ― ―

28年７月期
（予想）

― 18.50 18.50

（Ｄ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 18.50 18.50

28年７月期 ― ―

28年７月期
（予想）

― 18.50 18.50

（Ｅ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 ― ― ― 1.90 1.90

28年７月期 ― ―

28年７月期
（予想）

― 1.90 1.90
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による財政・金融政策により企業収益や雇用

情勢に改善がみられるものの、平成27年10月～12月のＧＤＰ統計（２次速報）によりますと個人消費が前期比△0.9

％と個人消費に息切れ感がみられるなど、まだら模様を呈しております。

当社が属する不動産業界におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構の調査による首都圏の中古マンシ

ョンの成約件数をみますと、平成27年４月以降平成27年9月を除き平成28年１月まで前年同月を上回っております。

一方、全国主要都市のオフィスビル市況の情報を提供している三鬼商事株式会社の調査による東京都心５区（東

京都千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区）のオフィス空室率は、平成24年６月の9.43％をピークに、平成28

年１月には4.01％まで低下しております。また、オフィス平均賃料は平成23年12月の16,207円／坪をボトムに回復

傾向にあり、平成28年１月は17,790円／坪へ上昇しており、東京都心部におけるオフィス需要は旺盛なものが窺え

ます。

こうした環境のなか、当社は首都圏や近畿圏において、新規に収益ビルや収益マンション、土地等の販売用不動

産を仕入れました。販売活動においては、不動産業界にとって良好な環境のもと収益ビルや土地等を順調に売却し

てまいりました。売却物件の種類としましては、新築収益マンションが１件、収益マンションが２件、収益ビルが

４件、土地が２件、ホテルが１件となりました。

この結果、売上高は115億85百万円（前年同期比249.0％増）、営業利益は22億20百万円（同691.1％増）、経常利益

は19億90百万円（同993.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億96百万円（同1,031.2％増）を計上する

ことができました。

当第２四半期連結累計期間における各事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。

（不動産再活事業）

当第２四半期連結累計期間において、首都圏や近畿圏において新規に収益ビルや土地等の販売用不動産を仕入れ、

販売活動を活発化させました。事業法人や不動産会社、富裕外国人等からの引き合いが強く、販売用不動産の売却

は前年同期を上回るペースで推移しました。

こうしたことから、不動産再活事業の売上高は111億63百万円（前年同期比285.5％増）、営業利益は22億35百万円

（同631.5％増）となりました。

（不動産賃貸収益等事業）

不動産賃貸収益等事業は、当社が保有する不動産物件に係る受取賃料収入や収入手数料等、また、子会社の株式

会社奨建築やＳ＆Ｓｔａｎｄａｒｄ株式会社の収益で構成されております。当第２四半期連結累計期間においては、

平成28年７月期第１四半期末に連結子会社である株式会社奨建築およびＳ＆Ｓｔａｎｄａｒｄ株式会社の当社保有

全株式を譲渡したことにより、それぞれの損益は平成28年７月期第１四半期分のみの計上となりました。こうした

ことから、不動産賃貸収益等事業の売上高は４億21百万円（同0.6％減）、営業利益は２億50百万円（同5.5％増）と

なりました。

なお、非連結子会社であるＦＩＰ投資顧問株式会社の全株式を平成28年１月に譲渡しております。

（２）財政状態に関する説明

　① 資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第２四半期連結累計期間末における流動資産は、134億97百万円（前連結会計年度末は158億71百万円）となり

ました。主な内訳としては、現金及び預金が43億97百万円（同51億41百万円）、販売用不動産が77億68百万円（同99

億26百万円）などであります。

（固定資産）

当第２四半期連結累計期間末における固定資産は、８億65百万円（同71百万円）となりました。主な内訳として

は、関係会社株式が６億14百万円（同7百万円）であります。

（流動負債）

当第２四半期連結累計期間末における流動負債は、63億66百万円（同75億29百万円）となりました。主な内訳と

しては、短期借入金が51億83百万円（同66億10百万円）であります。
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（固定負債）

当第２四半期連結累計期間末における固定負債は、43億84百万円（同40億28百万円）となりました。主な内訳と

しては、転換社債型新株予約権付社債が37億円（同40億円）、長期借入金が６億76百万円（同21百万円）でありま

す。

（純資産）

当第２四半期連結累計期間末における純資産は、36億11百万円（同43億83百万円）となりました。主な内訳とし

ては、資本金が５億50百万円、資本準備金が10億50百万円、利益剰余金が45億94百万円、自己株式が△26億76百万

円であります。以上の結果、自己資本比率は24.5％となりました。

　② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は38億７百万円（前

第２四半期連結累計期間末は44億94百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは40億10百万円の増加（前第２四半期連

結累計期間は50億22百万円の減少）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益を20億12百万円計上し

たこと、たな卸資産の減少が21億57百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは12億27百万円の減少（前第２四半期連

結累計期間は41百万円の減少）となりました。これは、関係会社株式の取得による支出６億12百万円、定期預金の

預入による減少３億90百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは39億15百万円の減少（前第２四半期連

結累計期間は69億49百万円の増加）となりました。これは、主に短期借入金の減少による資金の減少14億26百万

円、長期借入金の借入による資金の増加７億50百万円、自己株式の取得による減少23億70百万円などによるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年７月期通期においては販売用不動産の順調な売却が見込まれるため、平成27年９月14日に公表した平成28年

７月期通期連結業績予想に変更はありません。変更が生じた場合には速やかに発表する予定です。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、株式会社奨建築及びS&Standard株式会社は保有する株式の全て

を売却したことに伴い、第１四半期連結会計期間末で当社の連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分

への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年

度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,141,612 4,397,996

受取手形及び売掛金 24,269 -

販売用不動産 9,926,879 7,768,986

預け金 420,000 600,220

前渡金 119,585 40,000

その他 238,907 690,067

流動資産合計 15,871,254 13,497,270

固定資産

有形固定資産 14,258 10,493

無形固定資産 307 -

投資その他の資産 56,883 855,435

固定資産合計 71,448 865,928

資産合計 15,942,703 14,363,199

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,808 -

短期借入金 6,610,297 5,183,400

1年内返済予定の長期借入金 256,444 57,363

未払金 112,500 22,622

未払費用 29,506 14,421

賞与引当金 - 3,204

未払法人税等 5,503 269,129

その他 507,911 816,608

流動負債合計 7,529,970 6,366,748

固定負債

新株予約権付社債 4,000,000 3,700,000

長期借入金 21,178 676,832

退職給付に係る負債 6,354 8,160

その他 1,316 -

固定負債合計 4,028,848 4,384,992

負債合計 11,558,818 10,751,740

純資産の部

株主資本

資本金 550,018 550,018

資本剰余金 1,050,018 1,050,018

利益剰余金 2,995,802 4,594,351

自己株式 △305,597 △2,676,571

株主資本合計 4,290,241 3,517,815

新株予約権 93,642 93,642

純資産合計 4,383,884 3,611,458

負債純資産合計 15,942,703 14,363,199
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年１月31日)

売上高 3,319,517 11,585,162

売上原価 2,713,890 8,837,693

売上総利益 605,626 2,747,468

販売費及び一般管理費 324,895 526,658

営業利益 280,731 2,220,810

営業外収益

受取利息 142 2,088

受取手数料 335 3,667

受贈益 2,058 -

その他 279 30

営業外収益合計 2,816 5,786

営業外費用

支払利息 37,342 159,331

支払手数料 32,086 27,311

消費税相殺差損 28,780 46,535

社債発行費 2,592 -

その他 600 2,491

営業外費用合計 101,402 235,670

経常利益 182,145 1,990,925

特別利益

関係会社株式売却益 - 27,454

固定資産売却益 180 -

特別利益合計 180 27,454

特別損失

固定資産除却損 - 3,047

関係会社株式売却損 - 3,094

固定資産売却損 172 -

特別損失合計 172 6,141

税金等調整前四半期純利益 182,153 2,012,238

法人税、住民税及び事業税 14,480 249,767

法人税等還付税額 - △134,221

法人税等合計 14,480 115,546

四半期純利益 167,673 1,896,692

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 167,673 1,896,692
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年１月31日)

四半期純利益 167,673 1,896,692

四半期包括利益 167,673 1,896,692

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 167,673 1,896,692

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 182,153 2,012,238

減価償却費 977 1,130

賞与引当金の増減額（△は減少） - 3,204

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,723 1,806

受取利息及び受取配当金 △142 △2,088

支払利息 37,342 159,331

関係会社株式売却損益（△は益） - △24,360

固定資産除却損 - 3,047

社債発行費償却 2,592 -

売上債権の増減額（△は増加） 8,467 19,681

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,574,536 2,157,893

前渡金の増減額（△は増加） △340,000 79,585

その他の流動資産の増減額（△は増加） △195,649 △631,742

仕入債務の増減額（△は減少） △21,627 △7,757

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,601 111,963

前受金の増減額（△は減少） △74,892 507,897

その他の流動負債の増減額（△は減少） 151,872 △401,239

その他 △9,853 159,526

小計 △4,842,174 4,150,117

利息及び配当金の受取額 142 2,088

利息の支払額 △34,991 △156,392

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △145,622 14,267

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,022,644 4,010,080

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △780 △390,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による支出

- △20,137

関係会社株式の取得による支出 - △612,583

貸付けによる支出 - △209,416

貸付金の回収による収入 34 4,416

出資金の払込による支出 △10,100 -

出資金の回収による収入 100 -

有形固定資産の売却による収入 5,458 -

有形固定資産の取得による支出 △10,222 -

差入保証金の回収による収入 20 -

差入保証金の差入による支出 △26,081 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,570 △1,227,721

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,712,123 △1,426,897

長期借入れによる収入 1,200,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △11,663 △267,415

配当金の支払額 △41,419 △300,587

社債の償還による支出 - △300,000

新株予約権付社債の発行による収入 3,997,407 -

新株予約権の発行による収入 93,049 -

自己株式の取得による支出 △320 △2,370,974

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,949,178 △3,915,874
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成28年１月31日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,884,963 △1,133,515

現金及び現金同等物の期首残高 2,609,054 4,941,488

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,494,017 3,807,972
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年４月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式（普通株式）7,000,000株の取得を行いまし

た。また、Ａ種優先株式の金銭を対価とする取得請求権の請求により自己株式（Ａ種優先株式）908株の取得を行

い、さらに、平成27年11月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式（Ａ種優先株式）5,334株の取得を行いまし

た。この結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が2,370,974千円増加し、当第２四半期連結会計期間

末において自己株式が2,676,571千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年８月１日 至 平成27年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２不動産再活事業

不動産賃貸
収益等事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,895,858 423,658 3,319,517 ― 3,319,517

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 2,609 2,609 △2,609 ―

計 2,895,858 426,268 3,322,127 △2,609 3,319,517

セグメント利益 305,586 237,313 542,899 △262,168 280,731

(注）１ セグメント利益の調整額△262,168千円は、セグメント間取引消去△2,609千円および各報告セグメントに配

分していない全社費用△259,558千円であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年８月１日 至 平成28年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２不動産再活事業

不動産賃貸
収益等事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,163,879 421,282 11,585,162 ― 11,585,162

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,271 1,271 △1,271 ―

計 11,163,879 422,553 11,586,433 △2,609 11,585,162

セグメント利益 2,235,502 250,410 2,485,913 △265,103 2,220,810

(注) １．セグメント利益の調整額△265,103千円は、セグメント間取引消去△1,271千円および各報告セグメントに配

分しない全社費用△263,831千円であります、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
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